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20 最大・最小 
基本問題 & 解法のポイント 

33 略解 
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また，
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xxy より， 0=¢y の解すなわち 0162 =-- xx の解は 103 ±  

したがって，増減表は次のようになる。 
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 よって， 103 +=x ， 103 -=x のとき yはそれぞれ最大値と最小値をとる。 

 103 +=x のとき 

  0162 =-- xx を満たすから， 162 += xx  
  よって， 
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 103 -=x のとき 

  同様に， 162 += xx  
  よって， 
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 以上より， 103 +=x で最大値
2

103 +-
， 103 -=x で最小値

2
103 +

- をとる。 
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34 

 q=ÐB とすると，等脚台形 ABCD の高さは qsina ，下底は qcos2aa + だから， 
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 これと
2

0 pq << より，増減表は次のようになる。 
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 よって，
3
pq = で Sは最大値 2
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33 a をとる。 
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117 

 (1) 

 条件より， ( ) 2221 axxaxf ++-+=  

 したがって， ( )
22

22 2

ax

xaxxf
+

++-
=¢  

 ( ) 0=¢ xf のとき 0222 =++- xax より， 

222 axx += （ただし， 0>a ， 022 >+ ax より， 0>x ） 

 この両辺を 2 乗して整理すると 223 ax = （ 0>x ） 

 これと 0>a より，
3
ax =  

 よって， ( )xf の増減は次のようになる。 
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 ゆえに， ( )xf は
3
ax = のとき最小値 ( ) 113 ++ a をとる。 
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 三角形 ABC の重心の座標は
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 ( )xf を最小にする点 P の座標は，(1)より， ÷÷
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 よって，
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 ゆえに，
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(1) 
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 ゆえに， 
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p20 ££ x および ÷
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4
sin2cossin pxxxt より， ( )tg の定義域は 22 ££- t  

これと 
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より， 
( )tg の増減は次のようになる。 
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したがって，最大値は
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 これと，
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よって， 1=t で最大値
a
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a
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(3) 

 最大値をとるときの xの値 

  1=t と ÷
ø
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4
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  よって， ppppp nnx 2
4
3,2

44
++=+ （ nは整数） 

  すなわち ppp nnx 2
2

,2 +=  

  これと p20 ££ x より， pp 2,
2
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 最小値をとるときの xの値 

  1-=t と ÷
ø
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ç
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4
sin2 pxt より，

2
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  よって， ppppp nnx 2
4
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  すなわち pppp nnx 2,2
2

+-+-=  

  これと p20 ££ x より， pp
2
3,=x  

119 

(1) 

 lの方程式は ( ) tt etxey -- ++-= 1  

 lと x軸との交点は， 0=y より， ( ) 01 =++- -- tt etxe すなわち ( ) 01 =++-- txe t を満たす。 

 これと 0>-te より， 1+= tx  
 よって， lが x軸の正の部分と交わるならば 01>+t すなわち 1->t  

(2) 

 lの方程式は ( ) tt etxey -- ++-= 1 lだから， y軸と ( ) tety -+= 1 と交わる。 

また，(1)より， lは x軸と 1+= tx で交わる。 

 よって， ( ) ( ) tettS -+= 21
2
1  

(3) 
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t
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2

より， ( )tS （ 1->t ）の増減は次のようになる。 
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 よって， ( )tS は 1=t のとき最大値
e
2
をとる。 
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(1) 

 ( )
xx
xxf

2
log2 -

=¢ より， ( )
x
xxf log

= （ 1³x ）の増減は次のようになる。 
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 また， 1>x のとき 0log
>

x
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 よって， 2ex = のとき最大値
e
2
を， 1=x のとき最小値 0 をとる。 
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ex

x 2log0 ££   
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 ここで， tx =log とおくと，
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 これと(2)より，
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 ゆえに，はさみうちの原理により，
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B 
121 

(1) 

 点 P の x座標は， axx += loglog2 すなわち ax =log の解より， aex =  

 よって，その y座標は aey a 2log2 ==  

 ゆえに，点 P の座標は ( )aea 2,  

(2) 

 点 P における 1C の接線の傾きを atan とすると，
x

y 2
=¢ より， ae

2tan =a  

 点 P における 2C の接線の傾きを btan とすると，
x

y 1
=¢ より， ae
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 よって， 
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(3) 

解法 1 

 tea = とおくと，
2

tan 2 +
=
t
tq  

 ここで， ( )
22 +
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t
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 また， ( ) ( ) 0lim,0lim
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 よって， ( )
4
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解法 2 
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 また， ( ) ( ) 0lim,0lim ==
-¥®¥®

afaf
aa

 

 よって， ( )
4
20 £< tf  

4
2tan0 £<\ q  

122 

(1) 
 AX ( )0,Ax ， BX ( )0,Bx とすると， 

直線 AP，BP の方程式はそれぞれ 1
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y
x
x

， 1
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だから， 
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 したがって， ( )qf ¢ の正負は 12cos7 +q できまる。 

 そこで， 012cos7 =+a ÷
ø
ö

ç
è
æ <<

2
0 pa とすると， 

12cos7 +q は
2

0 pq << において単調に減少するから，増減は次のようになる。 
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  012cos7 =+a より，
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 ゆえに，線分 BA XX の長さの最大値は
3
3  
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切片と直線の方程式・平面の方程式 
 x切片を a， y切片をbとする直線の方程式 

1=+
b
y

a
x

（ ba, は 0 でない実数） 

 
  証明 

   A ( )0,a ，B ( )b.0 を通る直線の方程式は， bx
a
by +-=  1=+\

b
y

a
x  
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x切片を a， y切片をb， z切片を cとする平面の方程式 

1=++
c
z

b
y

a
x

（ cba ,, は 0 でない実数） 

 
  証明 
   A ( )0,0,a ，B ( )0,.0 b ，C ( )c,0,0 を通る平面の方程式を srzqypx =++ とすると， 

   srcqbpa === より，
c
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a
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